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11999999（（平平成成 1111 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19990410N 

候補者 経歴 公約

中 村 哲

郎なかむ

らてつろ

う

47 諸新

長崎県高島町出身。佐賀大中退。

1974 年に労働党結成に参加。76

年に一年間、党委員長を務めた

後、翌年から党中央宣伝出版局責

任者。94 年から再び党県委員長

を 4 年間務めた。行橋市金屋。

①福岡一極集中を転換し都市圏膨張を抑制②失業者

への仕事の確保と生活支援を急ぐ③中小零細業者や

農林水産業の支援強化④県財政悪化の犠牲を県民や

公務員労働者に押しつけない ⑤アジアの平和を守

り、ともに生き、発展する福岡をつくる

麻生渡

あそうわ

たる

55 無新

(自・進・

社・さ・

公推) 

北九州市戸畑区出身。京大卒。

1963 年に通産省入り。外務省英

国大使館参事官を経て、近畿通産

局長、特許庁長官を務めた後、94

年に中小企業総合研究機構顧問。

９５年から知事。福岡市中央区白

金。

①子育て支援の充実、高齢者の社会参加促進  ②家庭、

学校、地域が一体となった教育立県県民運動の展開 ③産

学官による資源リサイクル研究機関の設置 ④中小企業

支援の融資制度、雇用政策の充実 ⑤海水淡水化、光ファ

イバー網など生活社会資本の整備、産炭地の振興

政 時 輝

紀まさと

きてるき

59 無新

（共推）

北九州市出身。東筑高卒。1957

年に八幡市役所(現北九州市役所)

入り。北九州地評副議長、北九州

市職労委員長などを務めた後、90

年から福岡自治労連委員長。福岡

県労連副議長。北九州市戸畑区高

峰。

①消費税を引き下げ、不況打開、くらしと雇用を守り、福

祉を大事に ②大型開発見直し、人と環境優先の地域づく

り ③３０人以下学級実現、ゆとりある教育目指す ④新

ガイドライ法に反対し、平和を目指す県政に ⑤同和行政

終結し、公平公正な開かれた県政を

徳 川 高

人とくが

わ た か ひ

と

38 無新

佐賀県出身。西南学院大中退。

1983 年から紳士服小売業、89 年

に食品販売会社、92 年に総合商

社を設立して社長。99 年政治団

体「政治分析センター2001」をつ

くり、代表。福岡市中央区荒戸。

①九州国際空港建設の反対、新幹線長崎ルートの建

設反対 ②県融資制度の抜本的改変と中小企業向け

特別融資制度の創設 ③「ヤミ手当問題」の徹底的

究明と情報公開 ④タクシー運転手の待遇改善 ⑤

「福岡県女性政治機構」（仮称）の創設
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22000033（（平平成成 1155 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 20030328N 

候補者 経歴 公約

今里滋

いまさと

しげる

52 無新

飯塚市出身、九大大学院卒。

1981 年、九大法学部の助手と

なり、助教授、教授を経て、2001

年から約 2 年間同大学院教授

を務めた。民間非営利団体

(NPO)理事長。福岡市東区箱

崎。

①常設型の住民投票条例を制定し、新福岡空港問題を

決着 ②県庁機能の一部を地方に移転、県庁１階ロビ

ーに知事室を設置、副知事に民間人を登用 ③NPＯ
の提案を生かす公共事業の実現 ④新規就農者を増

やすシステムづくり ⑤情報公開を進め、「透明度日

本一」を目指す

麻生渡

あそうわ

たる

55 無新

(自・進・

社・さ・

公推) 

北九州市戸畑区出身。京大卒。

1963 年に通産省入り。外務省

英国大使館参事官を経て、近畿

通産局長、特許庁長官を務めた

後、94 年に中小企業総合研究

機構顧問。９５年から知事。福

岡市中央区白金。

①８万人雇用創出、中小企業への総合的支援、高収益の農林

水産業育成で強固な経済基盤を築く  ②子育て支援の充

実、男女共同参画社会づくり ③高齢者の社会参加を進め、

障害者福祉を充実 ④青少年アンビシャス運動の発展、

NPO・ボランティア団体との協働 ⑤環境を守り次世代に

引き継ぐ
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2007（平成 19 年）知事選候補者の経歴と公約       2007-0407N 

候補者 経歴 公約
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22001111（（平平成成 2233 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 2011N

候補者 経歴 公約

小川洋

おがわひろし

61 無新

(自、公、社、

国支) 

福岡市早良区出身。1973 年に旧

通産省入り。近畿通商産業局長、

産業技術環境局長、特許庁長官な

ど歴任、2007 年に内閣官房内閣

広報官、10 年 8 月退官。福岡市

早良区。京都大学。

①県民一人一人が幸福を感じ、自信と誇りを持

てる「県民幸福度日本一の福岡県」を目指す ②

アジアと連携し、アジアの先進拠点を目指す

③広域連携を進め、九州の一体的発展の推進力

となる ④麻生県政を継承、発展させ、時代の

変化に対応した新しい政策を構築する

田村貴昭

たむらたかあ

き

49 無新

(共推)

大阪府出身。共産党北九州市議団

事務局長などを経て、同市議２

期。2005 年と 09 年の衆院選に立

候補、落選。党国会議員団九州沖

縄ブロック事務局長。北九州市小

倉北区。北九州大卒。

①東日本大震災の被災者支援に全力を尽くす ②福

祉と防災のまちづくり ③100 億円の住宅リフォー

ム助成制度の創設 ④知事退職金の廃止 ⑤15 歳ま

での医療費無料化 ⑥環太平洋連携協定（TPP）への

参加反対 ⑦県内 60 市町村との連携で地域の活性化

を図る
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22001155（（平平成成 2277 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 22001155NN0044

候補者 経歴 公約
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